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62
年
ぶ
り
に
市
内
で
開
催
さ
れ

る
大
相
撲
匝
瑳
場
所
。
大
相
撲
の

歴
史
を
調
べ
る
と
、
現
在
の
年
６

場
所
に
な
っ
た
の
は
１
９
５
８

（
昭
和
33
）
年
か
ら
で
、
そ
れ
以

前
の
相
撲
興
行
は
さ
ま
ざ
ま
な
移

り
変
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
ま
す
。

　

40
年
ほ
ど
前
、「
八は

ち

幡ま
ん

相ず
も
う撲

」
に

つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
、
今

回
は
そ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

八
幡
相
撲
と
は
、
大
正
時
代

ご
ろ
ま
で
西
小
笹
（
共
興
地
区
）・

八
幡
神
社
境
内
で
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
奉
納
相
撲
の
こ
と
で
す
。

神
社
境
内
の
石
碑
な
ど
に
よ
る
と
、

毎
年
８
月
15
日
の
講
社
祭
に
八
幡

相
撲
が
行
わ
れ
、
同
社
に
は
幕
末

の
１
８
５
２
（
嘉
永
５
）
年
10
月

に
、
本
相
撲
行
司
・
木
村
庄
之
助

か
ら
西
小
笹
村
相
撲
世
話
人
に
宛

て
た
許
可
書
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

西
小
笹
・
八
幡
神
社
で
の

相
撲
の
起
こ
り
は
、
同
社
の

本
社
と
す
る
京
都
・
石い

わ

清し

水み
ず

八
幡
宮
で
８
月
15
日
の
祭
礼

に
相
撲
が
奉
納
さ
れ
た
そ
う

で
、
そ
れ
に
倣
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

西
小
笹
で
い
つ
頃
か
ら
始

ま
っ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
た

よ
う
で
、
近
郷
近
在
の
力
自

慢
が
土
俵
に
上
る
よ
う
に
な

り
、
１
８
３
０
年
代
に
は
相

撲
に
負
け
た
者
の
周
囲
の
人

た
ち
が
屋
台
店
や
小
屋
を
壊

す
な
ど
の
乱
暴
を
働
い
た
、

と
の
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
混
乱
も
あ
っ
て
か
、

八
幡
相
撲
を
当
時
の
江
戸
相
撲
の

管
轄
下
に
置
く
目
的
で
、
本
相
撲

の
行
司
役
・
木
村
庄
之
助
が
相
撲

世
話
人
に
宛
て
て
許
可
書
を
発
行

し
た
の
で
し
ょ
う
。
相
撲
世
話
人

と
は
、
江
戸
相
撲
年
寄
の
門
弟
で

あ
る
地
方
相
撲
の
指
導
者
の
こ
と

で
、
地
方
興
行
の
主
体
と
な
っ
た

と
さ
れ
、
西
小
笹
村
に
も
存
在
し

た
こ
と
か
ら
江
戸
の
力
士
も
招
か

れ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

西
小
笹
・
八
幡
神
社
は
１
３
９

６
（
応
永
３
）
年
に
ま
つ
ら
れ
た

と
さ
れ
、
社
殿
が
再
建
さ
れ
た
１

７
１
８
（
享
保
３
）
年
ご
ろ
か
ら

漁
民
の
信
仰
も
集
め
た
よ
う
で
、

信
者
の
集
団
で
あ
る
講
社
は
、
近

隣
の
銚
子
講
社
を
始
め
、
県
内
は

も
と
よ
り
茨
城
県
な
ど
に
も
及
ん

で
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

境
内
に
奉
納
さ
れ
た
石
碑
や
天

水
桶お

け

な
ど
に
は
東
京
、
大
阪
や
近

在
の
寄
進
者
名
が
見
ら
れ
、
明
治

初
年
の
「
千
葉
県
神
社
明
細
帳
」

に
は
、
氏
子
数
３
千
人
と
の
記
載

も
あ
り
ま
す
。

　

大
相
撲
匝
瑳
場
所
か
ら
、
か
つ

て
の
八
幡
相
撲
の
に
ぎ
わ
い
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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八
幡
相
撲

西
小
笹
を
歩
く

南
溟
に
散
り
し
兄
恋
う
虫
の
夜 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

揚
子
江
父
渡
り
し
と
い
ふ
九
月 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

日
を
集
め
風
を
集
め
し
花
芒 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

語
り
合
ふ
人
無
く
暮
る
る
ち
ち
ろ
虫 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

秋
風
の
里
を
越
え
行
く
風
の
道 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

彼
岸
花
一
斉
と
云
ふ
美
し
さ 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

重
陽
や
箪
笥
に
眠
る
護
身
刀 

飯
倉
台　
　
　

吉
井　

八
流

亡
き
夫
の
盆
に
届
き
ぬ
酒
一
升 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

菊
の
花
棺
に
溢
れ
妻
去
り
ぬ 

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
実
雄

土
用
波
乗
り
越
え
の
り
こ
え
出
漁
す 

新　

堀　
　
　

沖　
　

舟
二

台
風
で
諭
吉
舞
い
込
む
夢
を
見
た 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

台
風
へ
向
か
っ
て
耐
え
た
大
銀
杏 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

一
日
に
一
か
月
分
降
る
雨
量 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

台
風
へ
ロ
ビ
ー
で
明
か
す
旅
行
客 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

柿
の
実
を
落
と
さ
れ
憎
し
台
風
奴 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

台
風
が
一
変
さ
せ
た
秋
景
色 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

台
風
の
去
っ
た
後
に
は
秋
の
虫 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

軽
ト
ラ
に
収
ま
る
ほ
ど
の
子
の
所
帯 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

付
い
て
す
ぐ
ピ
シ
ャ
と
打
た
れ
た
蚊
や
あ
わ
れ 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

津

川　

柳 

鈴
木 

十
世
志 

推
薦
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西小笹区にある八幡神社。大正時代ごろまで境内で、
奉納相撲が行われていたという
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